














































2 Clement Marot 1496–1544.
3 『カルヴァンとユマニスム』久米あつみ，御茶ノ水書房，1997年９月，52頁。
4 Guilaume Farel 1489–1565，ジュネーブの宗教改革者。ガブで生まれ，パリ大学で









































































7 Ebd. S. 18.
8 Ebd.



















11 Ebd. S. 186.
















































































14 Hans Kosmala 1903–1981，ポーランドのブレスラウ出身。ユダヤ人キリスト教






























































































































































































































































































































＊ Te Deum laudamus「神に賛美」＊起立して福音朗読と「アーメン」









































































してはならないことを会則に盛り込んでいる。それは lex orandi ＝ lex 
vivindi（祈りの法＝信条の法＝生活の法）についての規定である。
　「争いのいばらが生える危険性は少なくないので，朝課と晩課の終わり
に，長上は主の祈りを始めから終わりまで，必ず全員に聞こえるように唱
えます（13．12–14）。」
　「歌唱者がグロリアを歌い始めると，全員が直ちに，三位一体を崇め敬
意を表すために腰掛から立ち上がります（９．７）と。
　この祈りの共同体は賛美の共同体でなければならないと主張している。
賛美は共同体を聖化する。それは賛美の霊性共同体である。預言者の言葉
に「日に七度わたしはあなたを賛美する」とあるとベネディクトは戒律の
中で語っている。聖化の道のりは11章，12章，14章，15章において段階
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的荘厳化の原則（平日，主日，祝日の順序立てとそれぞれの季節の差異）
として定められている。それは８–11章にあるように，夜間の生活におい
ても求められている。「暁課については，『夜半に起きてあなたを賛美する』
と同じ預言者は言っています（16．４）。」と。
　詩篇は修道生活のいのちであることを，ベネディクトは主張する。「毎
週必ず一五○篇の詩編をすべて唱えて，　聖なる師父たちは，鋭意心して
の勤めを一日で終えたと記されています。わたしたちも生ぬるいとはいえ，
せめて一週間で全詩編を終えたいものです（18．23，25）。」27と。「暁課で
唱える詩編は詩編三と九五を除外しても決して十二編以下になることがあ
ってはなりません」（10．３）と規定している。ベネディクトのみるところ，
読書と労働は特別な関係にあるとみる。より高い霊性の生活のために，
Lectio Divina（聖なる読書）が実践されなければならない。
　「修友は一定の時間を労働に当て，さらにほかの一定の時間を聖なる読
書に割くものとします（48．１）。」と。
　聖ベネディクトの戒律が詩篇を唱えることに厳格な規定をもって，これ
を守る生活を勧めることの意義はどこにあるのか。そこには，そのような
生活をすることにより，キリストの共同体がさらに，活き活きとした主キ
27 『聖ベネディクトの戒律』第十八章22において，次のように勧告する。
  22しかしこの詩編の配分に不満がある者は，より適切と考える配分方法に従
うことを何よりも勧めます。
  23ただし，毎週必ず150篇の詩編をすべて唱えて，常に主の日の暁課で最初か
ら始めるものとします。
  24一週間のうちに全詩編と慣例の詠頒とを唱えられない修道士は，このうえ
もなく怠惰で神に対する奉仕に余りにも熱心さが欠けていると考えなければなり
ません。
  25聖なる師父たちは，鋭意専心してこの勤めを一日で終えたと記されていま
す。わたしたちも生ぬるいとはいえ，せめて一週間で全詩編を終えたいものです。
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リストを賛美する教会に成長してほしいとの願いがこめられている。
５．カルヴァンの詩篇歌とその意義
　カルヴァンが何ゆえ詩篇歌を唯一の教会における讃美歌としたのかにつ
いて，示唆に富む言葉がある。聖書学者関根正雄は『聖書の信仰と思想』（教
文館，1996年９月）の中で，詩篇の意義について述べている。すなわち，
詩篇と新約聖書の信仰との関係を次のように述べる。「詩篇が持っている
内容は，はっきり言ってしまえば，新約の信仰と全くおなじですね。」と
いう。詩篇には罪の告白と神の許しがある。それは新約聖書の許しと同質
である。関根正雄は，読者にカール・バルトが和解論を詩篇23編を持っ
て閉じていることに喚起を促している。詩篇23編には『満ち溢れた許し
と恵というか，そういうものが，一番渾然たる形で出ております。』28とさ
え言い切る。この関根正雄の言葉は，われわれを直ちにカルヴァンの方に
向かせる。
　カルヴァンの『詩篇注解』29の序文には，彼がなぜ詩篇歌を編纂するこ
とに熱意を傾けたかが表現されている。それを以下のようにまとめること
ができる。
　詩篇において聖霊は神の前に生きる人間の「あらゆる苦悩，恐れ，疑い，
望み，慰め，惑い，ばかりか，人間の魂を常に揺り動かす気持ちの乱れを
生々しく描きだしている。」神の前に人間は隠れることはできない。詩篇
は罪人なる人間を，神へと向かわせ，罪の告白へと導く。神を呼ぶことが
救いの支えであるとすれば，詩篇には天的な教説，真の掟の大部分が含ま
28 『聖書の信仰と思想』「第６章　詩篇，智恵文学，黙示文学」，関根正雄，教文館，
1996年９月，242頁。
29 『カルヴァン・詩篇注解』ジャン・カルヴァン，（出村彰訳），新教出版社，
1970年11月，５–16頁。
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れている。詩篇には誰に向かって，どのように祈るべきかが豊かにしめさ
れていて，人間を祈りに向かわせる。その祈りは神に向けられる。詩篇に
ついてカルヴァンは「神に対し奉って真の犠牲，すなわち讃美（神ご自身
がそれこそまことに神のみこころに適い，はなはだ良い香りであると言わ
れる）を捧げるための誤ることのない定めが，そこには明記されている。
その教会に対する神の特別な寛仁と，そのすべてのわざに対する，これ以
上明白で荘厳な讃美は，この書を他にしては見いだされない。」と言うの
である。
　プロテスタントの立場に立つ者として，カルヴァンとともに，つぎのよ
うにいうことができる。すなわち「神をほめたたえることは，神がだれで
あるかを告白することである」と。人間は神の前に，祈りの歌（テフィロ
ート）をもって叫ぶ存在である。旧約聖書学者の W. ツィンメルリは，以
下のようにいうのである。
　　旧約聖書における信仰者のあらゆる祈りは，明らかに（十戒の中の：
筆者付加）第一戒の下にある。イスラエルの信仰において，その叫び
は，一人の方への呼びかけ以外ではない。そこでは，他の救助者や仲
保者に呼びかける可能性や試みは全くない。そこにはヤハウェの天使
に対する祈りはない。天使については，詩編に述べられているが（詩
編91：11–12）。また王に対する祈りもない。エジプトのイクナート
ンの時代のいわゆる唯一神においては，それが知られている。周辺世
界において見ることのできる実に様々な叫びの痕跡は，旧約聖書にお
いては姿を消している。周辺世界では，一人の神が他の神に執り成し
を求めて祈ったり，名の知られている神々に祈りがささげられたり，
また安全を求めて「神」や「わたしの知らない女神」にも祈られたり
している。詩編においては，祈りは明白にヤハウェにささげられてい
㉕
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る。ヤハウェにのみあらゆる願いと叫びが祈られているのである30。
　ツィンメルリの詩篇解釈は極めて明確に，カルヴァンの詩篇理解と響き
合っている。カルヴァンの『ジュネーブ詩篇歌』が［十戒とシメオンの歌
を含む］ところの会衆讃美歌として編纂されたことの根拠が，ツィンメル
リのことばにみごとに表されていると，考えられよう。
　ツィンメルリは，以上の認識に加えて，「この知識には『ヤハウェ』の
義についての意味も含まれている。」と言い添えている。この神の義と罪
人としての人間の間に立ち，仲保し，十字架において徹底して死なれた主
イエスが，そして，その主イエスの言葉が，詩篇に宿されているのである。
詩篇は主イエスの予型であり，そこにイエスが宿っている神の言葉である。
　カルヴァンにとって，詩篇は礼拝における神讃美のための，唯一の神の
栄光を表す会衆讃美歌であることを意味していた。
終わりに
　こうして教会史の中で，「詩篇を歌う」伝統がカトリックの教会でも，
そして宗教改革者たちにあっても信仰伝承のために重くあつかわれ，伝道
者を生み，信仰者を育てた事柄から，改めて教えられることがある。
　プロテスタントの領域にいるわれわれは，長老主義改革派を除いて礼拝
の中で，あまり，詩篇を歌う伝統を築いてこなかったのではないかという
ことである。礼拝の中で，交読詩篇を唱えるにとどまり，讃美歌21に取
り入れられた詩篇歌もむしろ避けて通っている教会や学校が多いのではな
いだろうか。「詩篇を歌う」という古代ユダヤ教から続く神賛美のよき伝
30 『旧約聖書神学要綱』W. ツィンマリ，（樋口進訳），日本基督教団出版局，2000
年９月，238–239頁。
㉖
キリスト教典礼史にみる詩篇賛歌の意義
─  ─41㉗
統を，今こそわれわれも受けつぎ実践したいものである。そのことにより，
礼拝が整えられ，ますます教会を一つなるキリストの共同体に作り上げて
いくことに向かわせられるであろう。さらにはエキュメニカルな動きを進
める推進力になるのではないだろうか。長い詩篇を歌うことには時間的制
約が伴うが，短い詩篇の一節を繰り返えして歌うテゼ共同体の詩篇歌を用
いることも，活き活きとした礼拝賛美を生み出す可能性の一つであろう。
